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新川崎地区新設小学校基本計画 目次案 
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2013/11/29 資料 3-2 



 2

3.6.2 ゼロエネルギー化に関する目標 

3.6.3 環境教育に関する目標 

3.6.4 総合的環境性能に関する目標 
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4.4 CASBEE 学校の試算内容 

4.5 その他の記録 

4.3.1 学習活動に関するアンケート・ヒアリング 

4.3.2 デザインワークショップ実施概要及び記録 

4.3.4 視察記録 
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3.6 環境配慮に関する目標 

3.6.1 ライフサイクル・エネルギーマネジメントの方針 

※資料 3-2 の内容を盛り込む 

 

 

3.6.2 ゼロエネルギー化に関する目標と定義 

①目標とする性能・仕様 

ⅰ）ゼロエネルギー化 

・ 本新設校では、ゼロエネルギー化を目標とする。 

・ 本新設校は近隣マンションの整備状況及び入居の進捗に従って児童数・学級数が漸

増していく。本新設校でのゼロエネルギーの達成条件は、原則単年度でのゼロエネル

ギーとし、将来の教室数の増加に応じても同様に目指すものとする。 

 

ⅱ）ゼロエネルギーの定義 

・ 学校施設の年間での利用において消費する一次エネルギー消費量と創出するエネル

ギーの一次エネルギー換算量との差し引きが、概ねゼロ以下である場合を「ゼロエネル

ギー」と定義する。 

・ 太陽光発電等による発電量の内、自家消費を差し引いた余剰電力量を系統に売電す

る場合、その環境価値は電力会社側に帰属するが、ゼロエネルギーの定義における創

出するエネルギーの一次エネルギー換算量にはこれも含めて考える。 

 

②整備上の検討項目 

ⅰ）川崎市の小学校のエネルギー消費特性に合致する省エネルギー対策を抽出する 

・ 川崎市小学校におけるエネルギー消費実態に考慮し、経済合理性の高い環境対策を

優先的に導入する。 

・ 昼光利用による照明エネルギー消費量削減、暖冷房負荷の極小化を目的としたファサ

ード、室配置に配慮する。 

ⅱ）防災対策との連携を考慮し、平常時、災害時ともに機能を発揮する対策を優先導入する 

・ 断熱性能向上により、省エネルギー性と避難時の室内温熱環境の快適性向上を図る。 

・ 災害時の防災機能向上に貢献する省エネルギー対策を優先的に採用する。 

ⅳ）竣工後の運用に配慮した計画 

・ 竣工後の使いやすさ、管理のし易さに配慮した計画とする。 

・ 省エネルギーとともに学習環境の快適性を追求する。 

ⅴ）川崎市の環境行政の動向に配慮した先導的施設としての役割を担う 

・  太陽光発電のみでなく、電力需給の観点からの蓄電池導入やその他の再生可能エネ

ルギー等の導入について検討する。 
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3.6.3 環境教育に関する目標 

① 目標 

・ 建物に導入された環境配慮対策の物理的な原理の理解だけではなく、建物のエネルギー

消費状況の見える化を通した構造的理解を促進する工夫を図る。 

 

② 整備上の検討項目 

ⅰ）ゼロエネルギー化を学習材料として活用する 

・ 建物のエネルギー消費状況を設備項目ごとにリアルタイム、日・月・年積算、前日・前年比

較等で確認でき、教職員、児童、保護者が建物のエネルギー消費構造を理解できるよう「見

える化」を図る。 

・ 主要な空間におけるエネルギー消費量の計量を行い、利用者の省エネルギー意識を高め

る工夫を図る。 

 

ⅱ）環境教育の視点からの体験型施設整備とする 

・ 児童の生活の場面で触れることができる体験型の環境対策を積極的に導入する。 

・ 建物に導入された環境対策の効果や原理、動作状況が確認でき、学習教材として活用でき

る工夫を図る。 

 

3.6.4 総合的環境性能に関する目標 

① 目標 

・ CASBEE 川崎による建築物の環境効率 BEE の評価で BEE＞3.0 を目標とする。 

・ CASBEE 川崎において LCCO2 の値を参照建物の-50％以上とする。 

 

② 整備上の検討項目 

ⅰ）CASBEE 川崎の重点配慮項目を評価にて高評価を目指す 

・ 大規模な省エネルギーに加えて、CASBEE川崎における重点配慮項目により高評価を目指

す。 

 

ⅱ）非再生性資源の使用量削減対策を積極的に図る 

・ 上記、重点配慮項目の中において、非再生性資源の使用量削減については、特に積極的

に取り組む。 

・ 内装等において木材の積極的な利用を図る。 
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表２ CASBEE 川崎の重点配慮項目 

緑の保全・回復（G） 

Q-3 ■室外環境（敷地内）対策  

  1    生物資源の保全と創出 

  2    まちなみ・景観への配慮 

  3 3.2   敷地内温熱環境の向上 

LR-3 ■敷地外環境対策 

  2 2.2   温熱環境悪化の改善 

 地球温暖化防止対策の推進（W） 

Q-1 ■室内環境対策 

  2 2.1 2.1.3  外皮性能 

  3 3.1 3.1.3  昼光利用設備 

   3.2 3.2.2  昼光制御 

Q-3 ■室外環境（敷地内）対策 

  1    生物資源の保全と創出 

  3 3.2   敷地内温熱環境の向上 

LR-1 ■エネルギー対策 

  1    建物の熱負荷抑制 

  2    自然エネルギー利用 

  3    設備システムの高効率化 

  4    効率的運用 

LR-2 ■資源・マテリアル対策 

  1    水資源保護 

  2    非再生性資源の使用量削減 

  3      フロン・ハロンの回避 

LR-3 ■敷地外環境対策 

  2 2.2   温熱環境悪化の改善 

 資源の有効利用による循環型地域社会の形成（R） 

Q-2 ■サービス性能対策 

  2 2.2   部品・部材の耐用年数 

LR-2 ■資源・マテリアル対策 

  1    水資源保護 

  2    非再生性資源の使用量削減 

LR-3 ■敷地外環境対策 

  2 2.3   地域インフラへの負荷抑制 
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3.7 防災機能に関する目標 

3.7.1 防災機能に関する目標 

①目標とする性能 

（建築計画上の目標） 

・災害時の避難者動線を最短化する施設配置として、屋外運動場と体育館、入り口と体

育館等の位置関係に留意する。 

・災害時の本部機能設置場所として、体育館（一次避難所）の最寄りに管理諸室等を設

置する。 

（環境・設備における目標） 

・非常用電源として、災害時の拠点となる職員室、保健室、体育館等の照明、通信用電

源を確保する。確保期間は発災から三日間（救命避難期、生命確保期まで）を基本と

して検討する。 

・エネルギー途絶時の室内環境向上に配慮した屋根、外壁、床等の断熱化を積極的に検

討する。 

・自然エネルギー等の利用による最低限の暖冷房の確保等について検討する。 

・商用電源、発電機、蓄電池、可搬式発電機、太陽光発電等の多様な電源構成による電

源システムの持続可能性について検討する。 

 

②整備上の検討項目 

ⅰ）震災の被害を踏まえた学校防災機能の率先モデル校としての整備 

・総合的な防災機能を備えた体育館の整備 

・避難所施設の温熱快適性の確保 

・平時の省エネルギーにも貢献する防災設備 

・停電時の電源確保 

・停電時の上水・中水の確保、水上水途絶時における中水の確保 

・都市ガスとプロパンガスを併用した複数熱源 

・非構造材、構造材の耐震化による校舎等の安全性確保 

・ユニバーサルデザインの積極採用 

・独立型備蓄倉庫の整備 

ⅱ）二次避難所的な機能の整備による広域的防災機能向上への貢献 

・特別活動室などを活用した二次避難所的な機能の整備 

ⅲ）災害時の避難者動線に配慮した配置計画 

・避難者動線を最短化する配置計画への配慮 

・災害時本部機能の付与と運営動線等に配慮した配置計画 

・物資運搬車両等の寄付きに配慮したアプローチの整理 

3.7.2 各諸室の防災機能の諸言（資料 3-5-1、3-5-2 と抜粋） 


